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③
引
揚
救
助
…
５
人
１
組
（
要
救
助
者
を
含
む
）
で
行
わ

れ
、
高
さ
約
７
メ
ー
ト
ル
の
建
物
か
ら
、
建
物
の
下
に
い

る
要
救
助
者
を
引
き
揚
げ
、
救
出
す
る
訓
練
で
す
。
崖
な
ど

令
和
４
年
５
月
10
日
に
一
関
東
消
防
署
で
救
助
大
会
に

向
け
た
訓
練
開
始
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は
消
防

救
助
技
術
を
習
得
し
、
消
防
任
務
の
一
端
を
担
う
職
員
を
養

成
す
る
目
的
で
実
施
し
て
お
り
、
訓
練
職
員
は
迅
速
性
、
確

実
性
、
安
全
性
に
磨
き
を
か
け
る
た
め
訓
練
を
行
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
一
関
市
消
防
本
部
で
は
、
今
年
６
月
28
日
に
開
催

さ
れ
る
岩
手
県
大
会
に
「
ほ

ふ
く
救
出
」、
「
ロ
ー
プ
ブ
リ

ッ
ジ
救
出
」、
「
引
揚
救
助
」、

「
障
害
突
破
」
の
４
種
目
に

出
場
し
ま
す
。

消防救助技術大会に向けた訓練が始まりました！

そ
れ
ぞ
れ
の
訓
練
内
容

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
ほ
ふ
く
救
出
…
３
人
１
組

（
要
救
助
者
を
含
む
）
で
行

わ
れ
、
長
さ
８
メ
ー
ト
ル
の

狭
い
通
路
か
ら
要
救
助
者
を

屋
外
に
救
出
、
安
全
な
地
点

ま
で
搬
送
す
る
訓
練
で
す
。

低
い
場
所
に
落
ち
て
し

ま
っ
た
人
を
救
出
す
る

こ
と
を
想
定
し
て
い
ま

す
。

④
障
害
突
破
…
５
人
１

組
（
要
救
助
者
を
含
む
）

で
行
わ
れ
、
災
害
現
場

の
様
々
な
障
害
を
想
定

し
た
訓
練
で
す
。
５
人

全
員
で
協
力
し
て
「
乗

り
越
え
る
」「
登
る
」「
渡

る
」
「
濃
煙
を
通
過
す

る
」
の
基
本
動
作
に
よ

り
５
つ
の
障
害
を
突
破

す
る
訓
練
で
す
。

今
年
は
21
名
の
男
性

職
員
、
１
名
の
女
性
職

員
が
訓
練
に
参
加
し
、

消
防
救
助
技
術
の
向
上

の
た
め
、
日
々
切
磋
琢

磨
し
な
が
ら
訓
練
に
励

ん
で
い
ま
す
。

ビ
ル
や
地
下
街
な
ど
で
煙
に

巻
か
れ
た
人
を
救
出
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

②
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
救
出
…
４
人
１
組
（
要
救
助
者
を
含

む
）
で
行
わ
れ
、
建
物
と
建
物
の
間
を
水
平
に
延
ば
さ
れ
た

長
さ
20
メ
ー
ト
ル
の
ロ
ー
プ
を
渡
っ
て
、
要
救
助
者
の
救

出
を
行
い
ま
す
。
隣
接
の
建
物
か
ら
ロ
ー
プ
を
使
用
し
、
要

救
助
者
を
救
出
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

↑ 訓練開始式の様子

→
要
救
助
者
に
向
か
っ
て
ロ
ー
プ
を

渡
る
訓
練
職
員

→
ロ
ー
プ
を
使
っ
て
高
さ
約
７
メ
ー

ト
ル
か
ら
降
下
す
る
訓
練
職
員
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総
務
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た

〈
平
沢
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
指
導
者
〉

佐
藤

豊
治

さ
ん

総
務
省
消
防
庁
が
主
催
す
る
令
和
３
年
度
優
良
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

指
導
者
表
彰
で
、
優
良
な
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
指
導
者
と
し
て
平
沢
少
年

消
防
ク
ラ
ブ
幹
事
長
の
佐
藤
豊
治
さ
ん
（
一
関
市
弥
栄
）
が
総
務
大
臣

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

４
月
22
日
に
消
防
本
部
で
表
彰
盾
の
伝
達
式
の
後
、
市
役
所
で
市

長
に
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

平
沢
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
佐
藤
さ
ん
は
、
平
成
23
年
４
月
か
ら
同

ク
ラ
ブ
を
指
導
し
、
ク
ラ
ブ
員
か
ら
募
集
し
た
火
災
予
防
標
語
を
１
枚

に
ま
と
め
て
平
沢
地
区
に
全
戸
配
付
す
る
活
動
や
自
主
防
災
組
織
と

協
力
し
て
初
期
消
火
訓
練
を
実
施
す
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
防
火
意

識
を
高
め
る
長
年
の
取
組
み
が
認
め
ら
れ
、
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

～
積
極
的
な
活
動
と
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
の
活
動
を
表
彰
～

優
良
自
主
防
災
組
織
等
表
彰
式

令
和
４
年
２
月
26
日
に
一
関
市
消
防
本
部
で
優
良
自
主
防
災
組
織
等
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
自
主
防
災
組
織
等
の
活
動
の
一
層
の
充
実
、
発
展
と
地
域
防
災
力
の

向
上
を
目
的
に
、
優
れ
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
組
織
や
そ
の
指
導
者
を
毎
年
、
表

彰
し
て
お
り
、
今
年
は
個
人
３
名
と
５
団
体
が
受
賞
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
受
賞
者
や
消
防
関
係
者
な
ど
約
15
人
が
出
席
し
、
消
防
長
か
ら
受

賞
者
に
賞
状
な
ど
を
授
与
し
ま
し
た
。

受
賞
し
た
個
人
３
名
と
５
団
体(

敬
称
略)

 

申
請
の
部
（
個
人
）

○
一
関
地
域
婦
人
消
防
協
力
隊
第
３
分
隊

副
分
隊
長

佐
藤

セ
ツ
子

○
花
泉
町
婦
人
消
防
協
力
隊
第
３
分
隊

分
隊
長

遠
藤

ゆ
う
子

○
一
関
地
域
自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議
会

事
務
局
長

小
野
寺

育
郎

応
募
の
部

○
舞
川
１
区
自
主
防
災
会(

一
関)

 
 

○
宝
築
自
治
会
自
主
防
災
部(

千
厩)

 

○
折
壁
町
自
治
会
自
主
防
災
会(

室
根)

 

○
第
９
区
西
の
沢
自
主
防
災
会(

室
根)

 

○
平
泉
町
第
14
区
自
主
防
災
会(

平
泉
町)

↑今回受賞した佐藤豊治さん(左)と

佐藤善仁市長(右) 
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「
い
ち
の
せ
き
メ
ー
ル
」
で
は
、
建

物
火
災
な
ど
の
出
場
状
況
、
交
通
事

故
な
ど
の
救
助
情
報
、
災
害
警
戒
情

報
、
屋
外
広
報
マ
ス
ト
の
放
送
内

容
、
特
殊
詐
欺
な
ど
の
防
犯
・
消
費

者
保
護
情
報
、
ク
マ
の
出
没
情
報
、

道
路
交
通
制
限
情
報
、
イ
ベ
ン
ト
の

中
止
情
報
な
ど
行
政
か
ら
発
信
さ

れ
る
情
報
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

「
い
ち
の
せ
き
メ
ー
ル
」
の
登
録

方
法
で
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、

最
寄
り
の
消
防
署
、
ま
た
は
分
署
に

お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

ス

マ

ー

ト

フ

ォ

ン

ア

プ

リ

「@
I
n
f
o
C
a
n
a
l

」
（
ア
ッ
ト
イ
ン
フ

ォ
カ
ナ
ル
）
で
も
、
い
ち
の
せ
き
メ

ー
ル
の
情
報
を
受
け
取
れ
ま
す
。

ア
プ
リ
の
登
録
や
設
定
方
法
な

ど
を
市
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
が
、
不
明
な

点
が
あ
る
場
合
は
最
寄
り
の
消
防

署
、
ま
た
は
分
署
に
お
声
が
け
く
だ

さ
い
。

令
和
４
年
5
月
28
日
と
29
日
に
一
関
西
消
防
署
で
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の

C
A
F
S

（
キ
ャ
フ
ス
）
と
い
う
泡
で
消
火
す
る
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
た
火
災
防
ぎ
ょ

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

<

も
う
登
録
し
て
ま
す
か
？>

 

い
ち
の
せ
き
メ
ー
ル
で
行
政
情
報
を
配
信
中
で
す

消
防
車
か
ら
泡
が
出
る
？

CAFS(キャフス)  とは？ 

CAFS(キャフス)とは、Compressed Air Foam System の頭文字をとっており、日

本語訳では圧縮空気泡消火装置と言います。圧縮空気泡消火装置は、水と消火薬

剤を高圧の空気で混ぜて泡を作り出す装置で、泡に使用している消火薬剤は、石

鹸やシャンプーと同じ、界面活性剤が主な成分です。 

泡 消 火 の 特 徴 は ？ 

泡での消火は、燃えているものと空気を遮断する窒息効果や燃えている物に留

まって冷やす冷却効果があり、油火災など通常の水だけでは消しにくい火災に有

効です。 

また、泡での放水は、空気と消火薬剤を混ぜて放水しているので、使う水の消

費を抑えて使用することが出来ます。 

一関市消防本部では、CAFS が搭載されている消防ポンプ自

動車が４台あり、一関西消防署、一関南消防署、一関東消防

署、一関北消防署にそれぞれ１台ずつ配備されています。

↑実際に泡で放水している様子 ↑CAFS について講習を受ける若手職員
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家
庭
で
の
危
険
物
事
故
防
止
や
危
険
物
を
取
り
扱
う
事
業
所
に
お
け
る

自
主
保
安
体
制
の
確
立
を
図
る
た
め
、
毎
年
６
月
の
第
２
週
を
「
危
険
物
安

全
週
間
」
と
し
、
危
険
物
の
保
安
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
及
び
啓
発
を
全
国

的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

危
険
物
安
全
週
間
が
始
ま
り
ま
す
。

令
和
４
年
６
月
５
日(

日)

〜
６
月
１１
日(

土)

ま
で

第 52回全日本女子弓道選手権大会優勝 
モデル：村上春圭選手(盛岡市役所)

ホームタンクからの油漏れ事故の防止について

●灯油を家庭のホームタンクからポリ容器に詰め替え中、その場を離れて

しまうなどの不注意から、灯油を流出させてしまう事故が多く発生してい

ます。流出した灯油は、河川を汚染するほか、火災の原因となる危険もあ

ります。また、灯油を漏らした場合、回収や処理にかかる費用は原因者の

負担になりますので、取り扱いには十分注意するようお願いします。 

≪詰め替える際の注意ポイント≫ 

○灯油を詰め替える際は、その場を離れないよ

うにする。 

○ホームタンクや給油管が壊れていないか、小

まめに点検する。 

○ホームタンクが転倒しないよう、土台をしっ

かりと固定する。 

熱
中
症
は
、
身
体
が
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
と
き
に
発
症
し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、
予

防
策
を
取
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
、
日
常
生
活
に
お
い
て
マ
ス
ク
を
着
け
る
こ
と
が
当
た
り
前
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
マ
ス
ク
内
に
熱
が
こ
も
り
や
す
く
な
り
、
そ
れ
が
原
因
で

熱
中
症
の
リ
ス
ク
も
高
く
な
り
ま
す
の
で
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

１ 屋外では日傘や帽子等を利用し直射日光を避け、自宅の中では扇風機やエ

アコンを利用して適度な温度調整を心掛けましょう。 

２ こまめに水分補給！のどが渇きを感じる前に水分補給を実施し、大量の汗

をかいたら水分と塩分もとることを心掛けましょう。 

３ 体は暑さになれるのに時間がかかります。服装やエアコン等を活用し、無

理せずに体を暑さへ順応させましょう。

あの人、熱中症かも？そんな時は・・・ 

１ 風通しのいい日陰やエアコンの効いている涼しい場所に移動させましょう。

２ 冷たい濡れタオルなどを当ててあおぐなど体を冷やしましょう。 

３ 水分・塩分を補給させ、意識状態が悪い場合は窒息のおそれがあるため口か

らの補給はやめましょう。 

４ 屋外や身体的距離が取れる場合はマスクを外しましょう。 

５ 医療機関の受診及び緊急時には救急車を呼びましょう。 

熱
中
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！


